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《学校運営》  

 ・夏の暑さにも対応できるように、エアコンを設置したことは良かった。未設置の

教室の整備も進めると良い。  

 ・生徒同士、生徒と教員の関係が良好であることは、アンケート結果からも見てと

れる。  

 ・多種多様な生徒がいるなかで、生徒の心を守る教育、より生徒の個の特性に応じ

た教育を推進できるよう、カリキュラムや環境のさらなる整備を進めてほしい。  

 

《教育活動》  

 ・学校評価アンケート（生徒）質問９「先生の教え方について」では、回答Ａまた

はＢが９割近くであることについて、学習意欲の向上につながり、生徒の能力ア

ップがはかれることと思う。先生方の努力が生徒につながっていると思う。  

・学校評価アンケート（生徒）質問１１「小テストや宿題の設定について」では、

回答ＣまたはＤが２割近くであることについて、家庭学習につながる定期的な小

テストなども当然大事だが、将来的なことを考えると、自主的に家庭学習をする

習慣をいかに身につけさせるかが重要だと思う。  

 ・生徒会発信での校則改定は非常に良い取り組みである。自分たちで決めたことを

自分たちで守る責任感を養う教育であると言える。  

・コロナ禍も明け、近隣の地域や福祉施設の行事も再開されると聞いているので、

積極的な参加を期待したい。  

 ・先生方も多忙を極める中で、生徒対応や様々な業務に対し、ただこなしていくの

ではなく、誠意をもって対応している姿勢が伝わる。  

 

《その他》  

 ・アンケートの結果、概ね９割の生徒が満足しているのは、学校運営者と先生方の

賜物と存じます。今後とも未来を担う生徒に心通う熱心なご指導をお願いします。 

 ・アンケートのメール配信で、回収率向上に取り組んでいる。アンケートに記述式

の質問も導入することで、違う観点からの課題の掘り起こしもできるのではない

か。  



 

※以上、関係者評価でいただいた意見をまとめました。  

特に、来年度の各科年間計画・方針会議で上記意見を勘案し検討をしていき、今後

の教育活動に活かしていきたいと考えます。  


